


■ 床工法《施工手順》

【2】

①受金具の開いている方を閉じながら、開口部に挿入してください。
（注）IKS-50N及び75Nは、金具を一度開いてから、開口部に挿入してください。
（注）施工し難い場合は、コンクリート用タッピングビスなどで金具を固定してくだ

さい。
（注）何度も開閉を繰り返さず、必要最小限にとどめてください。
（注）中空床の場合は板厚0.25t以上の鋼製スリーブを入れてください。

②耐火シートをケーブルに巻き付けるように、開口部に挿入してください。
（注）耐火シートは外周部から開口部に挿入し、その後全体を押し込んでください。
（注）Aパック及びBパックは、P.1に示すカット条件に従ってカットしてご使用くだ

さい。
（注）巻き付ける際は、Aパック及びBパックを内側にして巻き付けてください。

③耐火シートが脱落したり隙間を生じたりすることがないよう、全体になじま
せ、隙間がないことを確認してください。
（注）隙間がある場合は、補助パットやカットしたAパック、Bパックを隙間に挿入し

てください。
（注）IKS-50N、75Nには補助パットはありません。
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■ 壁工法《施工手順》

【 3】

①受金具の開いている方を閉じながら、開口部に挿入してください。
（注）IKS-50N及び75Nは、金具を一度開いてから、開口部に挿入してください。
（注）施工し難い場合は、コンクリート用タッピングビスなどで金具を固定してくだ

さい。
（注）何度も開閉を繰り返さず、必要最小限にとどめてください。
（注）中空壁の場合は板厚0.25t以上の鋼製スリーブ（当社EZSなど）を入れて

ください。

②耐火シートをケーブルに巻き付けるように、開口部に挿入してください。
（注）耐火シートは外周部から開口部に挿入し、その後全体を押し込んでください。
（注）Aパック及びBパックは、P.1に示すカット条件に従ってカットしてご使用くだ

さい。
（注）巻き付ける際は、Aパック及びBパックを内側にして巻き付けてください。

⑤耐火シートが脱落したり隙間を生じたりすることがないよう、全体になじま
せ、隙間がないことを確認してください。
（注）隙間がある場合は、補助パットやカットしたAパック、Bパックを隙間に挿入し

てください。
（注）IKS-50N、75Nには補助パットはありません。
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③耐震金具の挿入

④耐震金具の固定

シートの巻き始め箇所に、開口に合わせて耐震金具を差し込んでください。
〈IKS-50Nの場合〉

シートの巻き始めから約30㎜の箇所の1周目と2周目の間に耐震金具を差し
込んでください。

耐震金具のビス穴（φ5.5㎜）に市販のM4×25㎜以上のビス（金属製の壁の
構造を考慮したビス）で壁と固定します。

〈IKS-75N、100N、125N、150Nの場合〉
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